
ＮＯ．２４９     小川駅西口地区（組合施行）

計画地

1

2

3

地区面積 構造

階数 高さ

名称 施行区域面積

名称 幅員 延長 面積

小平都市計画道

路３・４・１２

号小川駅西線

幅員１６ｍ 約１０ｍ
約３，７００

㎡

区画道路１号 幅員１０ｍ 約９０ｍ －

区画道路２号 幅員１０ｍ 約７０ｍ －

区画道路３号 幅員４ｍ 約３０ｍ －

広

場
広場１号 － － 約１，０００㎡

建築面積

1 約３，５３５㎡ 約２２０戸

建築敷地面積

1 約５，０５０㎡

都市計画決定

建築敷地の

整備

整備計画 備考

　高度利用地区の壁面の位置の

制限により、良好な都市景観の

形成に資する。

　階段室、昇降機塔、装飾塔、物見

塔、屋窓その他これらに類する建築物

の屋上部分の水平投影面積の合計が当

該建築物の建築面積の八分の一以内の

場合においては、その部分の高さは、

十二メートルまでは、当該建築物の高

さに算入しない。

平成３０年８月１０日　小平市告示第１６３号

建築物の整備

街

区
建蔽率 容積率

建築物の

高さの限度

壁面の

位置の限度
主要用途

1 ５０％ ５５０％ GL+１００ｍ ５ｍ
住宅、商業、業務、公益

施設、駐車場

延べ面積(容積対象) 住宅建設の目標

約４０，３００㎡

（約２７，７００㎡）
約２３，８００㎡

地上２７階／地下１階 約９８ｍ

２　都市計画の内容

小川駅西口地区第一種市街地再開発事業 約１．２ｈａ

公共施設の

配置及び規模

備考

道

路

交通広場

拡幅

新設

拡幅

新設

(おがわえきにしぐち)

１　計画の概要

小平市小川西町四丁目及び小川東町一丁目各地内

計画の概要

　土地の合理的かつ健全な高度利用を図る。

　交通広場をはじめとする都市基盤の整備とあわせて、商業・業務や公益施設、住宅などの多様な生活機能が集

約する「小平市の西の玄関口」としてふさわしい地域拠点を形成する。

　住みよい住環境を創出し、安全と防災機能を向上したまちづくりを行う。

約１．２ｈａ 鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造



小川駅西口地区 1 約１．２ｈａ ５５０％ ５０％ ２００％ ２５０㎡ ５ｍ

都市計画決定

敷地面積 建蔽率

延べ面積 容積率

住宅戸数

駐車場

事業認可 総事業費

年　月　日

平成４年１０月 　　　

平成１９年５月２７日　　　

平成３０年８月１０日

令和２年４月１７日

令和４年７月１９日

令和４年１０月４日

令和５年１月２０日

令和５年２月２５日

令和５年６月５日

令和５年１０月２日

令和６年６月６日

令和６年８月６日

第２回 事業計画変更認可

権利変換計画認可

権利変換計画期日

第４回 事業計画変更認可

第２回 権利変換計画変更日

第３回 事業計画変更認可

第１回 権利変換計画変更日

令和２年４月１７日　東京都告示第６８２号
令和４年７月１９日　東京都告示第１０７９号（変更）
令和４年１０月４日　東京都告示第１３４１号（変更）

令和５年６月５日　東京都告示第７２８号（変更）
令和６年６月６日　東京都告示第６８７号（変更）

約２５２億円

５　経　緯

内　　　　　　　　　　　　　　　容

小川駅西口地区市街地再開発協議会設立

小川駅西口地区市街地再開発準備組合設立

都市計画決定

小川駅西口地区市街地再開発組合設立

第１回 事業計画変更認可

平成３０年８月１０日　小平市告示第１６１号

４　事業計画の概要

約５，０４５㎡ 約７０％

約４０，２６９㎡ 約５４６％

用途 住宅、店舗、業務・公益等、駐車場
２１８戸

約１７７台

３　高度利用地区

地区名 面積
容積率の

最高限度

建蔽率の

最高限度

容積率の

最低限度

建築面積の

最低限度

壁面の位置

の限度



６　位置図

７　区域図

小川駅西口地区
再開発事業施行地区
の区域



８　配置図

９　完成予想図


